
ベージニオを服用して、下痢（泥状便・水様便）が起きた場合

我慢せずに、ロペミンを１カプセル 服用してください
• 下痢が治まらない時は1回２カプセルに増量可能です
• 泥状や水様の下痢が続くときは、4時間あければ追加服用可能です
• 1日6回まで服用しても下痢が治まらないときやきついときは病院にご連絡ください

＊便が出にくい時は、ご自身でロペミンの量の調節や中止をしてください。

ベージニオ錠により下痢が起こることがあります。

下痢が起こったときに服用するお薬：ロペミンカプセル 1mg

下痢を止める作用があります。下痢が起こったら、１カプセル
服用してください。続けて服用する場合は、4時間間隔を空け
てください。

下痢のコントロール目標は、「やや軟らかい便」です。

以下のような症状がある場合、病院に
連絡をして下さい

• ロペミンを飲んでも、（水っぽい）下痢が
いつもよりも6回以上続く

• 激しい腹痛
• 発熱・嘔吐
• 飲食が出来ない
• 血便・黒色便
• めまい
• だるさが強い

聖隷横浜病院 薬剤部

定期的に服用するお薬：ミヤBM細粒 1回 包、1日 3回 朝・昼・夕 食後

整腸剤です。毎食後、定期的に服用します。
下痢が起こる前から予防的に服用を続けましょう。
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下痢の状態に合わせたロペミンの使い方（参考）
「下痢はあまり気にならない場合」：下痢で不快だと感じる時には、ロペミン１カプセルを服用してく

ださい。
「外出時に下痢が起こらないか不安な場合」：いつでも服用できるようにロペミンを携帯してください。

（例）外出する前にロペミン１カプセルを服用する。
「決まった時間に下痢が起こる場合」：（例）いつも午前中に下痢が起こる場合。

朝食後にロペミン１カプセルを服用する。


